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どんな対応をするべきだった？

A: 行動の前の状況・きっかけ B: 子どもの困った行動 C: 行動の後の状況・結果
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能
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どうやって褒める？？

・見通しが立たない活動
・自分の順番が終わった時
・自分の失敗をみられてしま
うかもしれない状況
・ルールのイメージがつかな
い、内容が分からない状況

・活動をふらりと抜ける ・ソファで過ごす
・先生がつく

・職員は一人べったりつかずに、
安全管理程度にする
・

・集団活動に参加する
・役割を遂行する

・予定や内容をイラストや文字で示す
＊予定表でも腑に落ちていないようであれば個別伝達
・集団行動は楽しく盛り上げて、少しでも興味をもっ
て参加できる内容に
・その子に活動用のイラストを描いてもらうなど役割
をつくる
・（自分の失敗を見られたくないので）順番を毎回最
後にして、他の子がやっている様子を見て準備できる
ようにする
・順番を中盤にし、その後は審判や役割を与え最後ま
で活動に参加できるようにしていく
・最後に感想を言う時間をもうけ、そこに参加するこ
とや、準備をする流れをつくる
・次回の来所前に、その月の活動を知らせ、保護者に
も予告してもらう（予定表を作る）
・離れた際には、ソファではなく、活動の近くで見て
もらうルールにしておく

・残りの時間は好きな絵をかいて
もいいよ
・役割を担ってくれたことに感謝
する
＊お子さんは、周囲からのポジ
ティブな注目が得られる

・



テーマ1 お子さんの、今できることをどのように広げていく
か？

・現時点でできている、入室できている、カードをみて座っ
ていられるといったこともが十分にすごい。着席を求めすぎ
ず、フロア遊びをうまく活用する。

・得意なカード課題の使い方：興味があるので、うまくご褒
美的に活用していけるとよい。教材を探すために離席をして
しまうということなので、教材置き場に、興味があるカード
教材はおかないようにする。カード類は大人が隠し持ってお
くにし、注目や興味がそれたタイミングで、「カードやる
よ」「こっちにおいで」と誘いかけのきっかけに活用する。

・教材置き場を探しにいくことが離席になるので、教材はそ
もそも子どもの近くに置いておくのもよい。つくえにこだわ
らず、フロアで、興味をもって手にとった教材をつかって課
題やコミュニケーションを行う。

テーマ2 子育てにナーバスになっている保護者のメンタルのサ
ポートしてできることはあるか？

・入室できていることなど、あたりまえに出来ていることの素晴
らしさや大切さのところをしっかりと伝える。まだ低年齢でもあ
り、子育てにナーバスな保護者の状況をくみ取りつつ、今できて
いることをとにかくたくさん伝える。

・個別療育なので、できることや得意な課題のみをたくさん取り
入れて、子どもには成功体験を重ねてもらう。保護者にもその様
子を見てもらう。苦手な課題やできないことは、取り入れない
（失敗させない、失敗の様子を見せない）。

・声掛けとしては、見学されている時などに、子どもが離席した
タイミングで「たっちゃだめだよ」「座らないと」といった声掛
けをしない。

・これをやったらあっちにカード探しに行こう！など、そもそも
立つことが含まれたルールで、遊びや課題を設定する。また、そ
のことを分かりやすく子どもにも保護者にも伝える。

・立つことが、褒められるような活動を、こちらが環境として用
意していく。失敗してもOKな構造化、をしていくのがよい。
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